
第
六
十
二
回
定
期
地
方
大
会
が

十
月
十
七
日
、
新
潟
市
土
地
改
良
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
、

加
藤
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
、
守
橋
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
・

各
来
賓
の
あ
い
さ
つ
な
ど
続
き
、
議

長
に
は
新
潟
支
部
か
ら
儀
藤
代
議

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
は
、
職
場
の
労
働
条

件
・
安
全
問
題
・
並
行
在
来
線
の
地

域
で
の
闘
い
の
報
告
な
ど
あ
り
ま
し

た
。今

大
会
で
は
、
緊
急
提
案
さ
れ
た

事
務
所
問
題
に
つ
い
て
多
く
の
代
議

員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ

で
は
、
社
民
党
・

共
産
党
・
新
社

会
党
・
県
労
連
・

交
運
共
済
の
代

表
の
方
々
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
激
励

と
連
帯
の
あ
い

さ
つ
を
う
け
ま

し
た
。
エ
リ
ア

本
部
か
ら
は
武

笠
執
行
委
員
が

出
席
し
ま
し
た
。

大
会
で
出
さ
れ
た
意
見
は

★
並
行
在
来
線
問
題
に
つ
い
て
、
北

陸
・
長
野
・
新
潟
の
三
地
本
が
交
流
で

き
る
場
を
作
っ
て
欲
し
い
。
ま
た
、
地

本
内
に
も
在
来
線
問
題
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
作
っ
て
指
導
し
て
も
ら
い
た
い
。

★
貨
物
の
ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
へ
の
出
向

問
題
に
つ
い
て
、
主
任
発
令
さ
れ
た
が

手
当
て
が
な
い
。
労
基
署
へ
の
相
談
で

会
社
に
手
当
を
請
求
す
る
よ
う
に
言
わ

れ
た
が
、
現
場
は
働
け
ば
働
く
ほ
ど
年

金
が
削
ら
れ
る
の
で
休
み
が
欲
し
い
と

い
う
意
見
が
あ
る
。
エ
リ
ア
か
ら
貨
物

協
に
話
を
し
て
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

★
イ
ン
フ
ル
対
策
、
新
潟
運
輸
区
・

車
掌
が
十
月
十
日
、
感
染
し
て
入
院
。

現
場
の
ト
イ
レ
で
消
毒
液
を
置
い
て
い

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

★
中
越
沖
地
震
発
生
時
、
列
車
無
線

回
線
の
切
断
で
３
３
２
４
Ｍ
の
抑
止
手

配
が
遅
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
対
策
と
し
て
、
交
渉
経
過
で
は
本
社

で
検
討
中
に
な
っ
て
い
た
が
、
ど
う
な
っ

た
の
か
。

★
検
修
・
構
内
外
注
化
問
題
に
つ
い

て
、
限
定
運
転
士
の
要
請
が
新
潟
だ
け

少
な
い
。

★
信
越
山
線
の
駅
に
お
け
る
一
斉
停

止
テ
コ
の
扱
い
に
つ
い
て
。

★
新
潟
駅
・
連
続
立
体
交
差
化
の
問

題
で
新
潟
駅
の
要
員
は
三
分
一
で
済
ん

で
し
ま
う
。
安
全
問
題
に
関
係
す
る
の

で
、
対
策
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
も
ら

い
た
い
。

な
ど
、
各
代
議
員
か
ら
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
役
員
の
選
出
が

あ
り
、
関
川
新
執
行
委
員
長
の
団
結
が

ん
ば
ろ
う
で
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

全
体
の
意
見

★
事
務
所
問
題
を
考
え
た
予
算
編
成
な

の
か
。

★
下
越
事
務
所
の
問
題
が
あ
り
、
提
案

内
容
に
つ
い
て
組
合
員
は
納
得
で
き
な

い
。

★
臨
大
で
は
削
除
し
た
の
で
否
決
さ
れ

た
と
判
断
し
て
い
る
。

★
下
越
事
務
所
の
売
却
は
、
大
会
決
定

で
生
き
て
い
る
。
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★
支
部
統
合
に
つ
い
て
〜
分
会
統
合
に
つ

い
て
集
会
を
開
催
し
た
。
意
見
は
、
そ
れ

に
つ
い
て
反
対
、
も
っ
と
説
明
し
て
ほ
し

い
。

★
手
続
き
上
の
問
題
〜
臨
大
で
の
執
行
委

員
長
発
言
な
ど
。
支
部
と
の
議
論
が
さ
れ

て
い
な
い
。
不
動
産
よ
り
拡
大
行
動
へ
の

資
金
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
現
実
だ

と
考
え
る
。

★
事
務
所
の
事
案
は
保
留
だ
っ
た
。
仮
事

務
所
を
置
く
こ
と
は
決
定
し
た
。
だ
か
ら

定
期
大
会
で
決
定
す
る
の
で
は
な
い
か
。

★
今
後
の
方
向
で
決
定
す
る
と
理
解
し
て

い
る
。
分
会
集
会
で
は
、
新
事
務
所
に
つ

い
て
全
員
が
賛
成
し
て
い
る
。
事
務
所
は

賃
貸
で
は
駄
目
だ
。

★
事
務
所
移
転
に
つ
い
て
、
他
支
部
は
困

難
な
状
況
に
あ
る
。
も
う
少
し
議
論
を
し

て
ほ
し
い
。

★
執
行
部
案
に
賛
成
だ
。
移
転
後
に
つ
い

て
困
難
に
な
る
が
新
設
す
る
方
に
希
望
す

る
。

★
下
越
事
務
所
の
現
状
に
つ
い
て
建
物
は

ど
う
な
の
か
。
建
て
替
え
は
反
対
だ
が
移

転
は
了
解
す
る
。

全
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
採
決
と
な
り
代
議
員
の

過
半
数
が
、
地
本
事
務
所
の
新
築
・
移
転

に
つ
い
て
過
半
数
が
賛
成
し
、
こ
の
緊
急

事
案
は
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ
、
関
川

新
執
行
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
終

了
し
ま
し
た
。

十
月
二
十
八
日
、
エ
リ
ア
本
部
は
、
地

元
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
新
潟
地
本
か
ら
は
、
新
潟
支

部
・
井
上
副
委
員
長
と
地
本
・
藤
井
執
行

委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

十
三
時
か
ら
院
内
集
会
を
開
催
、
東
日

本
本
部
と
し
て
全
地
元
国
会
議
員
へ
の
要

請
行
動
を
し
っ
か
い
や
り
き
る
こ
と
。
四

者
四
団
体
の
取
り
組
み
と
し
て
行
動
を
企

画
し
た
こ
と
な
ど
、
あ
い
さ
つ
、
全
体
で

意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

民
主
党
衆
議
員
は
三
〇
八
議
席
で
新
人

議
員
は
一
四
〇
名
で
Ｊ
Ｒ
総
連
か
ら
の
推

薦
で
一
〇
一
名
が
当
選
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
行
動
で
は
、
①
新
人
議
員
に
対

し
て
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
事
件
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
臨
時
国
会
開
会
中
の
取

り
組
み
と
な
っ
た
こ
と
。
②
定
期
大
会
で

決
定
し
た
こ
と
を
全
体
で
や
り
き
っ
て
い

く
こ
と
。
③
秘
書
が
対
応
す
る
が
丁
寧
に

説
明
す
る
こ
と
な
ど
、
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。新

潟
県
選
出
の
国
会
議
員
は
八
名
で
民

主
党
が
六
名
、
自
民
党
が
一
名
、
公
明
党

が
一
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
第
一
議
員
会
館
・

第
二
議
員
会
館
の
事
務
所
へ
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

国
会
は
開
会
中
で
し
た
の
で
、
す
べ
て

秘
書
の
方
が
対
応
し
ま
し
た
が
、
限
ら
れ

た
時
間
で
し
た
が
、
話
を
良
く
聞
い
て
い

た
だ
け
ま
し
た
。
次
回
の
要
請
行
動
で
は

各
支
部
か
ら
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
十
一
月
十
四
日

新
潟
県
支
部
結
成
大
会

★
十
一
月
十
四
日

エ
リ
ア
本
部
マ
ラ
ソ
ン
大
会

★
十
一
月
二
十
三
日

地
本
退
職
者
送
別
会

★
十
二
月
六
日

１
２
・
６
新
潟
県
集
会

な
ど
当
面
す
る
行
動
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
程
が
重
な
っ
た
行
事
が
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
組
合
員
の
出
席
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

地
本
退
職
者
送
別
会
の
名
称
に
つ
い
て

六
十
歳
以
降
も
エ
ル
ダ
ー
社
員
や
嘱
託
社

員
と
し
て
引
き
続
き
職
場
で
多
く
の
組
合

員
が
残
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
今
年
か
ら
は

「
二
〇
〇
九
年
退
職
者
激
励
会
」
と
し
ま

す
。
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